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■  技術概要

備えた通信ネットワーク
：移動端末装置、それと通信を行う通信装置およびそれらを

移動通信装置、通信ネットワーク

無線無線無線無線LANLANLANLAN、、、、WiMAXWiMAXWiMAXWiMAX、、、、複数複数複数複数のののの無線無線無線無線NICNICNICNICをををを搭載搭載搭載搭載したしたしたした携帯端末携帯端末携帯端末携帯端末

遅延特性が異なる複数のネットワークにおいて、トラフィック量の変動による輻輳の
発生に耐え得る通信システムを提供する。

本発明によれば、通信機器間の全通信経路の利用可能帯域の最小値が最大にな
るように容量がオーバフローしている経路を通るフローを別経路へ移動させている
ので、通信ネットワークの利用可能帯域に余裕が生まれ、その結果、トラフィック量
の変動による輻輳の発生を抑えることができる。

移動端末装置６０、７０と通信装置８０、９０との間の無線通信を制御する制御装置１
０は、通信装置８０、９０からアクセスポイント３０、４０、５０を介して移動端末装置６
０、７０にまで到るネットワーク上のパスであり且つ通信装置８０、９０から移動端末
装置６０、７０への方向と移動端末装置６０、７０から通信装置８０、９０への方向とを
区別するパスとして定義し、経路上におけるトラフィックの流れをフローとして定義し
た場合、フローが通っている全ての経路の容量と全ての経路の利用可能帯域とを
検出し、全ての経路のうちいずれかの経路がオーバーしたとき、全ての経路の利用
可能帯域の最小値が最大になるように容量がオーバーした経路を通るフローを別
の経路に移動させる。


